
江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
の
研
究
に
は
、
『
徳
川
実
紀
』
一
○
冊
・
『
続
徳
川

実
紀
』
五
冊
（
『
国
史
大
系
』
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
）
・
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
一
三
冊
・
『
同
』
索
引
四
冊
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
裏
毛
を
基
本

史
料
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
幕
府
の
職
員
録
『
武
鑑
』
は
、
延

宝
三
年
二
七
四
六
）
以
降
の
も
の
に
医
師
が
見
え
、
経
時
的
変
化
・
数
量

的
変
化
が
わ
か
り
や
す
い
。
『
武
鑑
』
の
類
で
は
石
原
明
「
元
禄
九
年
の
官

医
名
簿
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
九
巻
第
二
号
、
四
八
’
五
一
頁
、
一
九

五
八
）
や
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
段
階
の
鈴
木
壽
校
訂
『
御
家
人
分
限

帳
』
（
近
藤
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
四
）
が
あ
る
。
本
誌
上
で
は
幕
府
医

師
の
子
孫
が
所
蔵
し
て
い
る
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
数
の
医
学
史
関
係
史
料

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
主
な
史
料
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）

『
侍
医
分
限
記
」
（
請
求
番
号
一
五
一
’
一
九
六
）
・
文
化
八
年
（
一
八
二
）

六
月
禄
『
官
医
分
限
帳
」
（
請
求
番
号
一
五
一
’
一
八
八
）
・
文
政
五
年
二

八
二
二
）
と
思
わ
れ
る
『
官
医
分
限
帳
』
（
請
求
番
号
一
五
一
’
一
七
八
）
・

『
医
学
館
帳
』
全
（
請
求
番
号
一
九
五
’
三
六
五
）
・
『
医
家
藩
翰
譜
』
一
・

二
（
請
求
番
号
一
五
五
’
六
八
）
・
『
医
師
改
革
之
留
』
（
請
求
番
号
二
二
○
’

二
九
）
・
『
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
』
等
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
同
館

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
一
）

ｌ
元
禄
十
三
年
『
侍
医
分
限
記
』
Ｉ

香
取
俊
光

所
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
何
回
か
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

今
回
紹
介
す
る
元
禄
十
三
年
『
侍
医
分
限
記
』
は
、
表
紙
・
中
表
紙
・
裏

表
紙
、
本
文
六
丁
の
小
冊
で
あ
る
。
奥
書
に
ゑ
る
よ
う
に
、
元
は
曲
直
瀬
養

安
院
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
夏
に
養
安

ま
さ
た
け

院
家
十
代
正
健
よ
り
小
島
尚
真
が
借
用
し
て
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
内

。
（
一
一
）

容
は
、
医
師
が
侍
医
（
ま
た
は
奥
医
・
御
側
医
師
・
近
習
医
師
）
に
任
命
さ

れ
た
年
月
日
・
年
齢
・
父
の
名
・
知
行
高
・
位
階
（
法
印
か
法
眼
か
）
・
屋

敷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
七
家
の
奥
医
の
記
載
が
あ
り
、
並
ん
で
い
る
順
番

は
イ
ロ
ハ
順
や
奥
医
の
任
命
順
で
は
な
く
、
法
印
・
法
眼
・
無
官
の
順
で
あ

る
。
科
目
の
内
訳
は
内
科
二
○
家
、
外
科
六
家
、
鍼
科
三
家
、
歯
科
三
家
、

小
児
科
一
家
、
眼
科
一
家
で
、
そ
の
他
三
家
で
あ
る
。
注
目
を
引
く
の
は
、

き
ぎ
ん

そ
の
他
の
三
家
が
医
師
以
外
の
歌
学
師
北
村
再
昌
院
季
吟
、
画
師
住
吉
具
慶

ひ
ヱ
ず
み
ま
さ
か
げ

広
澄
、
茶
道
師
袖
岡
宗
恵
正
景
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
奥
医
師
並
と
な
っ
た
の

で
『
侍
医
分
限
記
』
に
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
に
と
っ
て
は
、
医
師

で
な
い
も
の
で
も
奥
医
と
い
う
役
職
に
あ
れ
ば
実
質
は
問
わ
な
か
っ
た
と
い

え
る
。以

下
紹
介
し
て
い
く
が
、
字
体
な
ど
は
史
料
に
忠
実
に
直
し
、
（
）
内

は
著
者
の
注
で
、
数
字
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
そ
の
家
の
該
当
巻
数
と

頁
を
示
す
。

貞
享
三
年
寅
六
月
十
九
日
被
仰
付

二
百
父
左
京
辰
二
五
十
四
歳つれ
か
つ

一
知
行
高
千
・
石
（
匙
）
久
志
本
左
京
亮
（
常
勝
、
分
家
、

内
科
、
十
八
’
二
二
）

屋
敷
伝
奏
屋
敷
並
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（
天
和
二
年
十
一
月
十
八
日
）

一
知
行
高
千
九
百
石
（
匙
）

屋
敷
神
田
橋
外
堀
端

舞
い
熱
蠅
無
恥
？
伽
．
．
、
．

●
』
．
唖
十
Ｆ
卸
Ⅱ
ｈ
咄
毘
γ
ト
ｆ
や
岬
６

司
散
折
口
・
イ
ふ
仰
‐
‐
・

一
‐
‐
０
町
Ｐ
‐
《
一
計
Ｍ
１
。
‐
岬
當
・
吻
干
‐
マ
・

ｐ
ｌ
‐
Ｉ
・
因
‐
Ｊ
Ｉ
６
ｊ
０
句
“

‐
、
・
・
日
甲
Ｉ
‐
１
１
，

伽
咀
呵
包
呵
ｆ
■
。
■
囮
■
■
■
■
‐
‐
當
〆
・

懸
薪
言
矛
鴦
垂

津
村
あ
や
荷
足
奴

藤
圏
今
簸
挺
蔵
ィ
散
等
漢
、

をイ

父
養
安
院
辰
二
五
十
九
歳

ま
．
さ
て
凸

曲
直
瀬
養
安
院
法
印
（
正
理
、

内
科
、
十
’
九
二
）

ll

l’
９

脾

蒋
收

価

裏表紙 表紙

元
禄
六
年
酉
五
月
十
日

父
玄
朱
辰
二
六
十
八
歳

（
や
ぺ
）
た
だ
や
す

一
知
行
高
六
百
石
外
御
役
料
詠
百
俵
谷
辺
道
室
法
眼
（
忠
焉
、

借
り
屋
敷
裏
猿
楽
町
久
津
見
又
助
屋
敷
（
歯
科
、
二
十
一
’
九
五
）

元
禄
五
年
酉
十
一
月
辰
二
四
十
九
歳

げ
ん
ぽ
う

一
知
行
高
千
百
石
外
御
役
料
試
百
俵
曽
谷
長
順
法
眼
（
玄
鳳
、
分
家
、

外
科
、
十
三
’
一
）

借
屋
敷
元
三
王
之
下
井
伊
掃
部
頭
裏
門
之
北
隣

元
禄
六
年
酉
五
月
十
日

一
知
行
高
千
百
石
外
御
役
料
試
百
俵

屋
敷
元
誓
願
寺
前
白
壁
町

元
禄
四
未
年
十
二
月
被
仰
付
候

一
知
行
高
五
百
石
外
御
役
料
泳
百
俵

屋
敷
常
盤
橋
之
内

（
貞
享
三
年
六
月
十
九
日
）

父
関
口
仁
兵
衛
辰
二
四
十
六
歳

五
百

一
知
行
高
千
・
石
（
匙
）
依
田
陽
徳
院
法
印
（
某
、

屋
敷
神
田
橋
之
外
内
藤
十
兵
衛
向
内
科
、
二
十
二
’
三
六
三
）

（
一
二
）

元
禄
十
一
戊
寅
年
十
二
月
廿
一
日

（
元
禄
十
年
閨
二
月
十
三
日
）

父
養
壽
院
辰
二
五
十
三
歳

一
一
二
日
さ
だ
よ
し

一
知
行
高
千
。
石
外
御
役
料
二
百
俵
（
匙
）
竹
田
法
印
（
定
好
、

内
科
、
十
二
’
一
六
七
）

屋
敷
小
川
町
依
田
三
右
衛
門
隣

へへ

某匙
､画 父

利
兵
衛
辰
二
七
十
四
歳

（
四
）

（
匙
）
長
谷
川
正
壽
院
法
印

（
道
可
、
内
科
、
二
十
二
’
三
九
○
）

辰
二
七
十
一
歳

太
田
道
壽
法
眼

内
科
、
二
十
二
、
！
三
七
○
）
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年
月
右
）
一
同
父
正
端
辰
二
五
十
四
歳

前
一
知
行
高
八
百
石
外
二
御
役
料
二
百
俵
木
村
春
湖
法
眼

屋
敷
愛
宕
之
下
藪
小
路
（
某
、
内
科
、
二
十
二
’
三
九
七
）

年
月
右
一
一
同

後
一
知
行
高
千
八
百
石

屋
敷
糀
町

元
禄
九
年
子
八
月
廿
五
日
父
長
庵
法
眼
辰
二
四
十
四
歳

は
る
お
り

一
知
行
高
七
百
石
外
御
役
料
二
百
俵
船
橋
宗
迪
法
眼
（
玄
恂
、

外
科
、
二
十
一
’
一
六
）

屋
敷
小
川
町

年
月
右
一
一
同
父
意
楽
辰
二
五
十
四
歳

一
知
行
高
五
百
石
外
二
御
役
料
二
百
俵
伴
道
與
法
眼

え
い
は
ん

屋
敷
虎
御
門
之
内
（
榮
藩
、
内
科
、
二
十
二
’
二
八
九
）

年
月
右
二
同
（
吾
父
宗
圓
辰
二
七
十
七
歳

北
村
再
昌
院
法
印

一
知
行
高
八
百
石
き
ぎ
人

季
吟
（
季
吟
、
歌
学
師
、
十
八
’
三
五
九
）

屋
敷
小
川
町
神
保
新
五
左
衛
門
殿
西
隣

元
禄
二
年
巳
四
月
九
日
被
仰
付
父
六
右
衛
門
辰
二
七
十
三
歳

．
か
た
よ
し

一
御
切
米
高
三
百
俵
榊
鶴
鶴
稚
計
録
扶
持
森
養
春
院
法
印
（
容
甫
、

内
科
、
二
十
’
八
○
）

屋
敷
神
田
橋
広
小
路

（
元
禄
十
三
年
十
月
十
九
日
）
父
盛
方
院
法
印
辰
二

一
知
行
高
五
百
石
吉
田
盛
方
院
法
印

己
よ
う
せ
ん

（
浄
仙
、
内
科
、
五
’
二
六
九
）

屋
敷

父
宗
迪
法
眼
辰
二
四
十
九
歳

（
十
”
は
ら
）

む
ね
串
ら

外
一
一
御
役
料
二
百
俵
數
原
道
玄
法
眼
（
宗
達
、

内
科
、
二
十
’
三
五
八
）

年
月
右
一
一
同
（
元
禄
二
年
四
月
九
日
）
父
専
益
辰
二
四
十
七
歳

と
手
さ
よ
し

一
知
行
高
五
百
石
森
専
益
法
眼
（
正
慶
、

内
科
、
十
八
’
三
○
七
）

借
屋
敷
表
四
番
町
牧
野
内
匠
頭
口
南
隣

元
禄
四
年
未
十
二
月
（
三
日
）
実
父
坂
田
次
郎
右
衛
門

辰
二
五
十
七
歳

一
御
切
米
高
三
百
俵
外
御
役
料
百
俵
吉
田
自
庵
法
眼

文
さ
か
つ

。
忠
息
（
昌
全
、
外
科
、
二
十
二
’
三
五
四
）

借
宅
本
山
王
井
伊
掃
部
頭
殿
裏

》
駕
四
年
末
八
月
罵
並
二
被
＃
父
裂
僖
辰
一
五
十
歳

一
御
切
米
高
一
言
俵
弟
子
扶
持
七
人
扶
持
ひ
莊
告
具
慶
法
眼

（
広
澄
、
画
師
、
五
’
四
○
八
）

（
元
禄
十
年
四
月
朔
日
）
か
げ
あ
き
ら

一
御
切
米
高
一
言
俵
外
御
役
料
百
俵
荻
生
方
庵
法
眼
（
景
明
、

借
宅
駿
河
台
美
濃
部
い
兵
衛
屋
敷
内
科
、
二
十
二
’
三
一
三
）

元
禄
五
年
申
十
一
月

一
御
切
米
高
百
五
拾
俵
三
拾
人
扶
持

借
宅
濱
町
吉
野
作
右
衛
門
屋
敷

（
元
禄
十
年
閨
二
月
十
三
日
）
父
辰
二
七
十
三
歳

一
御
切
米
高
二
百
俵
外
御
役
料
百
俵
浅
井
休
澤
法
眼

（
某
、
外
科
、
二
十
二
’
二
六
）

父
玉
川
法
眼
辰
二
三
十
七
歳

元
禄
十
一
年
寅
十
一
月
十
八
日

佐
田
玉
川
法
眼

一
御
切
米
高
三
百
俵
熟
ら
ひ
ろ

屋
敷
駿
河
臺
武
田
道
安
隣
（
道
毘
、
本
家
、
鍼
科
、
二
十
１
三
九
）

父
圓

小小斎
児島法
科圓眼
、斎

十,-、
九祐背
l昌：
一、

三
曹
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元
禄
二
年
巳
十
一
月
七
日
被
仰
付
養
父
昌
宅

ち
つ
の
り

瀬
尾
昌
宅
（
淳
範
、

一
御
切
米
高
三
百
俵

外
科
、
二
十
二
’
三
八
四
）

借
宅
も
ち
の
木
坂
下
（
鶴
轄
童
士
雑
癖
登
守

（
年
月
右
同
）

一
御
切
米
高
二
百
俵
外
御
役
料
百
俵

養
父
玄
碩
実
父
木
戸
養
元

元
禄
九
年
子
八
月
廿
五
日

辰
二
四
十
六
歳

一
御
切
米
高
二
百
俵
外
御
役
料
百
俵

須
田
玄
碩
（
某
、

（
「
」
内
抹
消
）
内
科
、
二
十
’
八
三
）

借
「
宅
蝋
燭
町
」
借
地
裏
猿
楽
町
屋
敷
大
平
角
太
夫
屋
敷
之
内

（
元
禄
十
三
年
十
月
十
九
日
）
父
壽
仙
法
眼

じ
ゆ
ひ
ん

一
知
行
高
千
石
岡
本
玄
冶
（
壽
品
、
内
科
、
十
’
九
四
）

屋
敷

元
禄
十
三
年
辰
十
月
十
九
日
ず
え
ｆ
Ｔ
辰
二
五
十
九
歳

一
御
切
米
高
五
百
俵
外
御
役
料
二
百
俵
酢
湘
謙
韮
や
琴
嵯
一
二
四
）

借
宅
糀
町
天
神
前

年
月
右
同
ｆ
さ
た
が

辰
二
五
十
七
歳

村
田
忠
庵
（
昌
伯
、

一
御
切
米
高
五
百
俵
外
御
役
料
二
百
俵

内
科
、
二
十
’
一
）

借
宅
京
橋
横
町
柳
町

年
月
右
同
（
さ
ご
う
）
む
ね
あ
っ

辰
二

一
御
切
米
高
五
百
俵
外
御
役
料
二
百
俵
佐
合
益
庵
（
宗
諄
、

内
科
、
二
十
’
三
六
九
）

借
宅
糀
町
六
町
目
通
り
之
横
町
裏
二
番
町
未
五
十
七

辰
二

（
七
）

村
井
真
庵
（
某
、
記
載
な
し
）

年
月
右
同
養
父
善
甫

な
お
お
き

松
本
善
甫
（
尚
興
、

一
高
二
百
俵
十
人
扶
持
籠
癖
町
歯
科
、
二
十
二
’
三
九
二
）

未
三
十
六

予
冠
嘩
程
一
座
章
巳
輸
奔
醒
（
廿
一
日
）
父
Ｌ
蠕
熟
う

一
御
切
米
高
五
百
俵
掛
認
睡
醍
啼
俵
吉
益
春
蓄
（
重
陸
、

外
科
、
二
十
’
八
四
）

元
禄
十
三
年
辰
二
月
廿
八
日

一
御
切
米
高
五
百
俵
外
御
役
料
二
百
俵

元
禄
九
年
子
十
月
（
六
日
）
父
宗
碩
辰
二
四
十
四
歳

（
も
と
や
す
）

の
り
主
お

一
高
百
俵
二
十
人
扶
持
外
御
役
料
百
俵
本
康
碩
庵
（
徳
尚
、

歯
科
、
二
十
’
二
一
五
）

屋
敷
糀
町
六
町
目
北
二
入
横
町
善
国
寺
之
向
角

父
辰
二
七
十
六
歳

元
禄
九
年
子
五
月
（
廿
五
日
）
（
八
）
蛍
さ
か
げ

一
御
切
米
高
二
百
俵
外
御
役
料
百
俵
袖
岡
宗
恵
（
正
景
、

茶
道
師
、
二
十
’
三
六
七
）

屋
敷

元
禄
六
年
酉
正
月
（
廿
七
日
）

一
御
切
米
高
三
百
俵
外
御
役
料
百
俵

借
宅
三
番
町
一
色
数
馬
屋
敷
之
向

屋
敷
飯
田
町

養
父
玉
縁
法
眼

ぷ
ち
ふ
る

佐
田
玉
縁
（
道
故
、
分
家
、

鍼
科
、
二
十
’
三
九
）

巳
六
月
縁
改
渕

未
三
十
五

父
吉
左
衛
門

（
さ
ん
せ
つ
）
と
し
ゆ
き

栗
本
杉
説
（
俊
行
、

鍼
科
、
二
十
二
’
三
九
）
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元
禄
十
五
年
午
十
月
（
廿
二
日
）

一
高
百
五
拾
俵
屋
鋪
本
庄
一
ノ
橋

元
禄
十
五
年
午
十
月

元
禄
十
五
年
午
四
月
（
六
日
）

一
高
詠
百
俵
五
人
扶
持
倒
銅
錘
酔
媚
俵

文
献
お
よ
び
注

右
元
禄
中
侍
醤
分
限
記
一
巻
係
養
安
院
法
印
家
所
傳
當
時
簿
録
也
頃
之
従

其
冒
正
健
借
覧
一
通
巻
中
記
各
薔
官
位
姓
名
蒙
擢
歳
月
俸
禄
居
宅
及
年

齢
其
父
祖
名
等
頗
詳
皆
是
以
考
當
時
瞥
官
之
事
蹟
如
吾
三
祖
圓
斎
君
年

齢
宅
地
家
乗
漏
載
得
此
書
而
始
詳
近
世
諸
家
旧
記
散
逸
多
不
傳
況
如
此
冊

不
菅
為
考
書
家
履
蹟
之
資
亦
得
拠
以
補
正
家
記
之
誤
脱
則
錐
僅
々
数
頁
豈

可
不
貴
重
哉
価
速
自
模
録
一
通
以
永
蔵
架
中
突
原
本
筆
法
瑞
雅
可
愛
蓋
正

健
祖
先
所
手
書
云

嘉
永
庚
戌
夏
五
念
日
圓
斎
後
人
小
島
尚
真
識

吉
益
春
巷
已
下
三
名
及
巻
中
一
二
所
改
倶
是
別
筆
蓋
庚
辰
以
後
襲
記

者
令
亦
依
様
模
録
欲
不
混
原
書
耳
尚
真
又
識

（
一
）
橋
本
博
編
『
改
訂
増
補
大
武
鑑
』
上
・
中
・
下
（
名
著
刊
行
会
、

東
京
、
一
九
六
五
）

（
一
己
奥
医
師
の
名
称
は
、
『
古
事
類
苑
』
官
位
部
六
十
四
の
「
医
師
」

（
吉
川
弘
文
館
、
東
京
）
を
見
る
と
、

養
父
友
輩

馬
嶋
安
清
（
盛
範
、

眼
科
、
二
十
二
’
二
三
四
）

父

つ
れ
お
き

大
渕
友
蓄
（
常
起
、

内
科
、
二
十
’
一
四
）

未
五
十
八

按
ズ
ル
’
一
、
延
寳
・
貞
享
、
元
禄
等
ノ
武
鑑
一
ス
、
奥
医
師
卜
云
ハ

ズ
シ
テ
、
何
レ
モ
御
近
習
署
師
ト
シ
、
寳
永
二
年
以
後
ノ
武
鑑
二

〈
、
悉
ク
奥
書
師
ト
シ
タ
リ
、
又
延
寳
ノ
頃
一
天
、
御
側
瞥
師
ト
モ

云
ヒ
シ
’
一
ャ
、
甘
露
叢
ノ
延
寳
八
年
十
一
月
廿
五
日
ノ
條
二
、
高
麗

春
澤
爲
御
側
瞥
師
ト
ア
リ
テ
、
高
麗
春
澤
〈
、
延
寶
ノ
武
鑑
一
一
、
御

近
習
瞥
師
ト
ア
レ
バ
ナ
リ

と
あ
る
。
こ
の
記
載
の
延
宝
（
一
六
七
三
’
一
六
八
○
）
の
頃
に
御
側

医
師
と
あ
る
こ
と
は
、
『
徳
川
実
紀
』
（
以
後
『
実
紀
』
と
略
す
）
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
十
一
日
条
で
、

け
ふ
書
員
坂
上
池
院
宗
純
御
側
書
に
な
る
。

と
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
『
実
紀
』
延
宝
五
年
五
月
十
一
日
条
に
も
、

け
ふ
医
員
坂
上
池
院
宗
純
御
側
書
に
な
る
。

と
あ
り
、
『
実
紀
』
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
八
月
廿
一
日
条
に
も
、

西
城
医
員
松
井
清
庵
茂
光
。
平
井
清
庵
某
は
御
側
医
と
な
り
。

と
も
あ
る
。
ま
た
、
『
実
紀
』
延
宝
八
年
十
二
月
廿
七
日
条
に
は
、

奥
書
喜
多
村
安
齋
直
信
。
岡
了
節
正
久
。
箕
浦
壽
玄
某
。
高
麗
春
澤

長
好
。
本
康
宗
碩
徳
長
と
も
に
加
秩
百
俵
あ
り
。

と
あ
り
、
『
古
事
類
苑
』
記
載
の
「
高
麗
春
澤
」
が
「
御
近
習
雷
師
」
・

「
御
側
書
師
」
と
は
な
く
、
「
奥
医
」
の
肩
書
き
で
見
え
る
。

「
侍
医
」
に
つ
い
て
も
「
実
紀
』
に
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
慶
長
十
六
年
（
一
六
二
）
十
一
月
十
五
日
条
に
「
侍
医
三
雲
施
薬

院
宗
伯
」
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
此
年
条
に
「
若
君
の
侍
医
」
と
あ

る
。
初
期
だ
け
で
は
な
く
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
五
月
十
五
日
条
に

「
侍
医
池
原
雲
伯
良
誠
」
と
あ
る
。
同
年
十
二
月
十
六
日
条
に
「
奥
瞥

池
原
雲
伯
良
誠
法
印
に
叙
し
て
長
仙
院
と
稗
す
」
と
あ
っ
て
、
侍
医
と

奥
医
が
同
義
語
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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以
上
見
た
よ
う
に
、
奥
医
師
・
侍
医
・
近
習
医
師
・
御
側
医
師
の
四

つ
の
名
称
は
、
時
期
や
特
別
な
意
識
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
た
わ
け
で

な
い
事
が
わ
か
る
。
四
つ
の
名
称
は
、
『
実
紀
』
・
『
続
実
紀
』
を
見
る

と
江
戸
時
代
を
通
じ
て
「
奥
医
師
」
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
己
依
田
陽
徳
院
某
は
、
『
寛
成
重
修
諸
家
譜
』
（
以
後
『
諸
家
譜
』
と

略
す
）
第
二
十
二
（
三
六
三
頁
）
に
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
六
月

十
九
日
に
奥
医
師
と
な
る
と
あ
り
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
二

月
廿
一
日
に
は
「
諸
家
譜
』
・
『
実
紀
』
と
も
何
の
該
当
記
事
も
見
当
た

ら
な
い
。

（
ｇ
長
谷
川
正
寿
院
道
可
は
、
一
諸
家
譜
』
第
十
八
（
三
九
○
頁
）
に
よ

れ
ば
、
長
谷
川
家
初
代
で
某
と
名
が
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
代
玄

通
某
が
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
十
一
日
に
行
跡
不
良
の
た
め
遠

流
さ
れ
家
系
が
絶
え
、
『
諸
家
譜
」
作
成
時
の
系
図
が
詳
し
く
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
「
実
紀
』
元
禄
四
年
十
二
月
三
日
条
に
、

医
員
細
川
桃
蓄
元
通
。
長
谷
川
玄
通
道
可
。
吉
田
自
庵
昌
全
奥
雷
に

な
る
。

と
あ
る
事
か
ら
、
名
は
道
可
と
判
明
す
る
。
ま
た
、
『
実
紀
』
同
十
二

年
十
二
月
十
八
日
条
に
は
、

奥
豐
依
田
玄
春
某
。
長
谷
川
玄
通
道
可
。
森
雲
仙
容
甫
。
寄
合
書
員

吉
田
盛
方
院
浄
仙
。
雷
員
並
歌
学
師
北
村
季
吟
は
法
印
に
叙
し
。
玄

春
某
は
陽
徳
院
。
玄
通
道
可
は
正
壽
院
。
雲
仙
容
甫
は
養
春
院
。
季

吟
は
再
昌
院
と
穂
す
。

と
あ
る
。

や
す

（
弓
『
諸
家
譜
』
第
十
八
（
三
五
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
近
江
国
野
洲
郡
北

き
ぎ
ん

村
に
住
ん
で
い
た
の
で
北
村
と
称
し
、
初
代
再
昌
院
季
吟
は
京
都
五
条

新
玉
津
島
の
社
司
で
、
松
永
貞
徳
に
師
事
し
た
。
歌
学
を
善
く
す
る
に

よ
り
元
禄
二
年
十
二
月
二
十
一
日
に
召
し
出
さ
れ
て
奥
医
師
並
と
な
り

廩
米
二
百
俵
を
賜
い
、
こ
の
日
初
め
て
綱
吉
に
拝
謁
し
、
同
三
年
八
月

十
八
日
に
百
俵
加
増
、
同
四
年
十
二
月
二
日
法
眼
と
な
り
匙
医
師
の
列

に
加
わ
り
、
同
五
年
三
月
五
日
に
古
今
和
歌
集
の
切
紙
を
献
上
し
、
同

七
年
三
月
十
日
に
三
百
俵
加
増
、
同
十
年
七
月
二
十
六
日
に
は
廩
米
を

た
ら
ぱ
な
つ
づ
き

所
領
に
改
め
ら
れ
、
武
蔵
国
橘
樹
郡
・
都
筑
郡
の
内
に
六
百
石
を
賜

い
、
同
十
二
年
十
二
月
十
八
日
に
法
印
、
同
十
四
年
十
二
月
十
一
日
同

国
多
摩
郡
に
二
百
石
加
増
、
計
八
百
石
を
知
行
し
、
宝
永
元
年
（
一
七

○
四
）
七
月
六
日
宿
直
を
罷
免
さ
れ
、
平
川
口
よ
り
台
所
口
ま
で
乗
輿

を
許
さ
れ
、
同
二
年
六
月
十
五
日
に
八
十
二
才
で
卒
し
、
下
谷
の
正
慶

し
ゆ
う
す
い

寺
に
葬
ら
れ
た
。
著
述
も
多
く
『
万
葉
拾
穂
抄
』
・
『
源
氏
物
語
湖
月

抄
』
・
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
な
ど
が
あ
る
。

（
ご
『
諸
家
譜
』
第
五
（
四
○
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
住
吉
家
初
代
は
高
木

ひ
ろ
つ
ぐ

ひ
ろ
熟
ち

太
郎
兵
衛
広
次
で
、
二
代
如
慶
広
通
が
京
都
で
画
を
善
く
す
る
の
で
常

に
禁
中
の
絵
の
事
を
承
り
、
家
号
を
住
吉
と
改
め
た
と
い
う
。
ま
た
、

勅
命
に
よ
り
東
照
宮
の
縁
起
、
お
よ
び
年
中
行
事
・
百
人
一
首
・
歌
仙

ひ
ろ
ず
承

等
を
画
し
た
。
三
代
具
慶
広
澄
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
八
月
五
日

に
父
筆
の
東
照
宮
縁
起
に
彩
色
を
施
す
に
よ
り
金
二
百
両
を
賜
い
、
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
十
一
月
六
日
江
戸
に
召
さ
れ
綱
吉
に
仕
え
絵
師

と
な
り
、
の
ち
廊
下
番
に
准
ぜ
ら
れ
厘
米
百
俵
・
月
俸
十
口
を
賜
い
、

元
禄
二
年
五
月
朔
日
百
俵
が
加
増
さ
れ
月
俸
は
収
め
ら
れ
、
同
四
年
八

月
三
日
奥
医
師
並
、
十
二
月
二
日
法
眼
と
な
り
、
宝
永
二
年
四
月
三
日

に
七
十
五
才
で
卒
し
、
寛
永
寺
護
国
院
に
葬
ら
れ
て
、
同
寺
が
代
々
の

ひ
ろ
よ
し

葬
地
と
な
っ
た
。
五
代
弘
蓬
の
時
に
高
木
に
復
姓
し
た
と
あ
る
。

（
ご
村
井
真
庵
某
は
、
『
諸
家
譜
』
に
は
見
え
な
い
。
『
実
紀
』
元
禄
十

二
年
三
月
廿
八
日
条
に
市
井
医
木
村
謙
庵
李
益
・
村
田
忠
庵
昌
伯
・
佐
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と
見
え
る
。

（
Ｏ
『
諸
家
譜
』
第
二
十
（
三
六
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
初
代
袖
岡
宗
恵

堂
さ
か
げ

正
景
は
元
禄
五
年
四
月
二
十
六
日
に
二
丸
の
張
番
に
召
し
出
さ
れ
、
同

九
年
五
月
二
十
五
日
に
奥
医
師
並
と
な
り
、
廩
米
二
百
俵
の
加
増
が
あ

り
、
同
十
四
年
三
月
八
日
に
卒
し
、
小
梅
の
常
泉
寺
に
葬
ら
れ
て
、
同

寺
が
代
な
の
葬
地
と
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
茶
道
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
『
諸
家
譜
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
『
実
紀
』
の
召

た
だ
ゆ
き

た
だ
ゆ
き

と
、
松
平
日
向
守
忠
之
家
の
茶
道
師
よ
り
登
用
さ
れ
た
。
忠
之
を
『
諸

家
譜
」
第
一
（
四
六
頁
）
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
延
宝
二
年
に
生
ま
れ
、

貞
享
三
年
八
月
二
十
九
日
に
武
蔵
国
・
大
和
国
内
の
八
万
石
の
所
領
を

継
ぎ
、
元
禄
六
年
十
一
月
二
十
五
日
狂
気
せ
し
に
よ
り
所
領
を
没
収
さ

れ
、
弟
信
通
に
預
け
ら
れ
、
同
八
年
四
月
十
九
日
に
二
十
二
才
で
卒
し

合
益
庵
宗
諄
等
と
と
も
に
、
治
療
に
心
を
入
れ
る
に
よ
り
綱
吉
に
初
め

て
拝
謁
し
、
『
実
紀
』
同
十
三
年
十
月
十
九
日
条
に
は
、

寄
合
書
吉
田
盛
方
院
浄
仙
。
番
筈
岡
本
玄
冶
壽
品
は
奥
書
に
な
る
。

ま
た
市
雷
木
村
謙
庵
李
益
。
佐
合
益
庵
宗
諄
。
村
井
真
庵
某
。
村
田

忠
庵
昌
伯
は
新
に
廩
米
二
百
俵
づ
上
下
さ
れ
。
こ
れ
も
奥
瞥
と
な

二
本
榎
の
松
光
寺
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。

し
出
さ
れ
た
同
日
条
を
見
る
と
、

松
平
日
向
守
忠
之
が
茶
道
袖
岡
宗
恵
。
茶
宴
の
式
法
を
精
研
し
。
井

に
公
卿
の
故
實
世
系
を
熟
知
す
る
を
も
て
召
出
さ
れ
こ
丸
詰
仰
付
ら

れ
。
百
五
十
俵
給
ふ
。

る
Q

｛
識
睡
識
錘
諦
綱
帳
癖
蓉
窪
澤
啼
鑑
諦
）
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